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除
雪
対
策
及
び
除
雪
作
業
の

協
力
に
つ
い
て

一
、
除
雪
対
策
及
び
除
雪
作
業
の
協
力

に
つ
い
て

（
一
）
除
雪
車
は
積
雪
深
一
〇
㎝
以
上
の

場
合
に
村
で
委
託
し
た
各
地
区
担
当

の
会
社
が
出
動
し
ま
す
が
幹
線
道
路

を
優
先
に
除
雪
を
行
い
ま
す
。

（
二
）各
部
落
内
村
道
の
除
雪
に
つ
き
ま
し

て
は
、
地
域
の
皆
様
方
の
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
三
）
除
雪
道
路
は
幅
員
三
・
〇
m
以
上
の

村
道
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
四
）
各
部
落
内
（
民
家
の
密
集
箇
所
）
で

堆
雪
に
よ
り
、
道
路
幅
員
が
確
出
来

な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
運
搬
排
雪
を
行
い
ま
す
の

で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

（
五
）
道
路
の
除
雪
作
業
に
よ
り
、
出
入
口

を
ふ
さ
い
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
除
去
し
て
い
た
だ
く
様
お
願

い
し
ま
す
。

（
六
）
除
雪
に
あ
た
っ
て
、
側
溝
や
井
水

に
雪
が
入
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
除

去
し
て
い
た
だ
く
様
お
願
い
し
ま
す
。

（
七
）
除
雪
の
支
障
に
な
る
た
め
、
路
上

駐
車
を
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

二
、
ス
ベ
リ
止
め
用
砂
の
配
置
に
つ
い
て

　

各
地
区
へ
村
道
の
凍
結
時
期
前
に
ス
ベ

リ
止
め
用
の
砂
を
配
置
し
ま
す
が
、
各
地

区
で
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
配
置
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら

対
応
し
ま
す
の
で
、
部
落
長
さ
ん
を
通
じ

て
ふ
る
さ
と
整
備
課
管
理
建
設
係
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

三
、
村
道
の
交
通
支
障
と
な
る
立
木
等

の
除
去
の
協
力
に
つ
い
て

　

日
頃
か
ら
交
通
安
全
協
会
の
方
々
や
、

地
元
の
皆
様
の
御
協
力
に
よ
り
支
障
木
除

去
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
降

雪
時
に
は
交
通
支
障
が
顕
著
と
な
っ
て
参

り
ま
す
の
で
、
除
去
に
御
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

尚
、
最
寄
り
の
道
路
側
溝
で
落
葉
等
が

詰
ま
っ
て
い
る
箇
所
の
除
去
に
つ
い
て
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

四
、
融
雪
剤
に
つ
い
て

　

融
雪
剤
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

部
落
長
さ
ん
が
役
場
へ
取
り
に
来
て
く
だ

さ
い
。

・
智
里
西
地
区
に
つ
い
て
は
、
園
原
に
置

い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
熊
谷
菊
美
さ
ん

へ
連
絡
し
て
か
ら
取
り
に
来
て
下
さ
い
。

・
浪
合
地
区
、清
内
路
地
区
に
つ
い
て
は
、

各
振
興
室
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

振
興
室
へ
連
絡
を
し
て
下
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

ふ
る
さ
と
整
備
課
管
理
建
設
係

（
内
線
二
二
六
・
二
二
七
）
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税
率
改
正
に
か
か
る
軽
自
動

車
税
の
税
率
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
六
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、

軽
自
動
車
税
の
税
率
変
更
が
行
わ
れ
ま
す
。

一
、
原
動
機
付
自
転
車
、
二
輪
の
軽
自
動

車
及
び
二
輪
の
小
型
自
動
車
、
小
型
特

殊
自
動
車

　

平
成
二
十
七
年
度
分
か
ら
、
購
入
や
登

録
の
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
車
両

に
つ
い
て
改
正
後
の
税
率
が
適
用
さ
れ
ま

す
。（
表
１
参
照
）

二
、
四
輪
の
軽
自
動
車
等

　

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
以
後
に
初
度

検
査
を
受
け
る
も
の
か
ら
新
税
率
を
適
用

し
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
初
度
検
査
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

改
正
前
の
税
率
の
ま
ま
で
す
。

　

な
お
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
に
新

車
登
録
さ
れ
た
場
合
は
、
平
成
二
十
七
年

度
の
税
金
が
か
か
り
、
改
正
後
税
率
が
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
七
年
四
月
二
日
以
降

に
新
車
登
録
さ
れ
た
場
合
は
、
平
成
二
十

七
年
度
の
税
金
は
か
か
ら
ず
、
平
成
二
十

八
年
度
か
ら
改
正
後
税
率
が
適
用
さ

れ
ま
す
。（
表
２
参
照
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　

出
納
室
税
務
係
（
内
線
二
四
九
）

1．原動機付自転車、二輪の軽自動車及び二輪の小型自動車、小型特殊自動車（表１）
税　率（年額）

車　種　区　分
改正後改正前
2,000円1,000円50cc以下

原動機付自転車
2,000円1,200円50cc超90cc以下
2,400円1,600円90cc超125cc以下
3,700円2,500円ミニカー
3,600円2,400円二輪の軽自動車（125cc超250cc以下）
6,000円4,000円二輪の小型自動車（250cc超）
2,400円1,600円農耕作業用

小型特殊自動車
5,900円4,700円その他

2．四輪の軽自動車等（表２）
税　率（年額）

車　種　区　分 13年経過軽自動車
重課税率 ※

改正後改正前
初度検査年月初度検査年月

平成27年4月1日以後平成27年3月31日以前
4,600円3,900円3,100円三　輪
12,900円10,800円7,200円自家用

乗　用
軽四輪

8,200円6,900円5,500円営業用
6,000円5,000円4,000円自家用

貨　物
4,500円3,800円3,000円営業用

※１平成28年度分から、初度検査から13年を経過した軽四輪等について、改正後税率の概ね20％の重課を導入します。た
だし、「燃料の種類」が電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・ガソリン電力併用の軽自動車及び被けん引自
動車は除きます。

重課税率が適用されるのは、以下の年度からです。
重課税率適用年度初年度検査年月※
平成28年度から平成14年以前
平成29年度から平成15年1月から平成16年3月まで
平成30年度から平成16年4月から平成17年3月まで
平成31年度から平成17年4月から平成18年3月まで

※２自動車検査証の様式が変更された平成15年10月
14日前に初度検査を受けた車両は、初度検査の
「月」が把握できないことから、初度検査を受
けた年の12月を初度検査の月とします。
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〜税額の例〜

平成２７年３月31日以前に初度検査を受けた軽自動車に該当するため、平成27年度からの軽自動車税は
年額7,200円です。初度検査から13年を経過した月の属する年度の翌年度からは重課税率が適用される
ので、平成33年度以降は年額12,900円となります。

平成２７年６月に中古車を購入しました。自動車検査証の初度検査年月は平成２０年１月です。税額はどう
なりますか。

原動機付自転車・小型二輪車・小型特殊自動車は、購入年等にかかわらず平成27年度から新税率にな
ります。そのため、50cc以下の原動機付自転車の税額は年額2,000円になります。

平成21年に50cc以下の原動機付自転車を購入しました。平成26年度までの税額は1,000円でしたが、平
成27年度からはどうなりますか。

A
Q

A
Q

平成２７年３月３１日以前に初度検査を受けた軽自動車に該当するため、平成２７年度の軽自動車税は引き続き
年額7,200円です。
また、初度検査から13年を経過した月の属する年度の翌年度からは重課税率が適用されます。平成15年10
月14日前に初度検査を受けた車両は初度検査の月が把握できないため、その年の１２月を初度検査の月としま
す。この車両は平成27年12月に13年を経過するので、平成28年度以降は年額12,900円となります。

平成１４年に軽四輪乗用・自家用車を新車で購入しました。平成27年度からの税額はどうなりますか。

A
Q

自動車検査証の初度検査年月が「平成２８年３月」と記載される場合、平成２７年４月1日以後に初度検査
を受けた軽自動車に該当するため、軽自動車税は年額10,800円となります。
また、初度検査から１３年を経過した月の属する年度の翌年度からは重課税率が適用されるので、平成４１
年度以降は年額12,900円となります。

平成28年3月に軽四輪乗用・自家用車を新車で購入しようと考えています。税額はどうなりますか。

A
Q
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年
末
年
始
の
各
機
関
の
営
業
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
各
機
関
の
営
業
等
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で

ご
承
知
お
き
下
さ
い
。

◎たき火届について　たき火をする場合は、伊賀良消防署山本分署（☎25－1195）と、役場（☎43－2220）
　　　　　　　　　　へ連絡願います。
◎阿智村自立生活支援センターへのお問い合せは、☎45－1140をご利用ください。

　

平
成
二
十
六
年
度
地
方
税
制
改
正
に
よ

り
、
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
が
見

直
さ
れ
、
新
車
登
録
後
十
一
年
を
超
え
た

デ
ィ
ー
ゼ
ル
乗
用
車
と
十
三
年
を
超
え
た

ガ
ソ
リ
ン
乗
用
車
の
自
動
車
税
の
増
額
割

合
が
、
平
成
二
十
七
年
度
以
降
、
十
パ
ー

セ
ン
ト
割
増
か
ら
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
割
増

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
自
動
車
な
ど
詳
し
い
制
度

に
つ
い
て
は
、
県
庁
税
務
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

長
野
県
庁
税
務
課
自
動
車
税
係

　

察
〇
二
六
―
二
三
五
―
七
〇
五
一

予
定
申
告
の
法
人
村
民
税
法

人
税
割
の
経
過
措
置
に
つ
い
て

　

阿
智
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、
平

成
二
十
六
年
十
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る

事
業
年
度
の
税
率
を
一
律
九・七
パ
ー
セ
ン

ト
に
引
き
下
げ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
お
し

自
動
車
税
の
増
額
割
合
が

　
　
　
　
　
　

変
わ
り
ま
す

問合せ備　　考
5432

月日土金

43－2220戸籍届書は終日受付します
＊通常の休業日と同様

43－2118５日より通常営業休休休

43－4180　　〃休休休

43－2015　　〃休休休

47－2200　　〃　　（年末年始は医師不在）

46－2114下清内路診療所 
休休休

46－2304上清内路診療所 

43－2220５日～通常運行休休休

49－211112/29～1/5の平日は第１・第５便運休休日ダイヤ休日ダイヤ

24－000512/31～1/3は変更ダイヤ等で対応休日ダイヤ休日ダイヤ休日ダイヤ

１/5～7は、あふち保育園で特別保育

43－4422休休

5432

43－4311
12/30（火）は休館日です。

1/2（金）より通常営業いたします
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1/13130292812/27月　　　　　日

木水火月日土曜　　　　　日

8：30～12：00　本庁のみ開庁(※現在事務所はコミュニティ館です)

住民票・印鑑証明書の発行　し尿汲取券・ごみ袋・証紙の販売
役　場　窓　口

休休休休休午後休橋 上 医 院
村
内
医
療
機
関

休休休営業休休阿 智 診 療 所

休休休休休午後休水 野 歯 科 医 院

12/24  午後　～　1/5  まで休み浪 合 診 療 所

休休休休休休清 内 路 診 療 所

休休休休休巡 回 バ ス村
内
バ
ス

休休休日ダイヤ休日ダイヤ西部コミュニティ

休休日ダイヤ信南交通駒場線

12/27　～　1/6　（第一小、第二小、第三小、清内路小）
各 学 校 冬 休 み

学

校

等

12/27　～　1/7　（浪合小、中学校）

12/27　～　1/7村内保育園冬休み

休休休休熊谷元一童画館
公

的

施

設

1/1313012/29

湯ったりーな昼神
10：00 ～ 17：00

休

入浴・プール

11：00 ～ 17：00レストラン・リフレクソロジー

18：00完全閉館

そのほかの連絡
◎中小企業振興資金融資あっせん事業について　　中小企業振興資金の相談窓口は、阿智村商工会経営指導員

竹村敏典さん 090－1865－6879　　今井 毅さん 090－8032－0848
◎塩カルの受取について　　塩カルが必要な場合は、部落長さん若しくは代理の方が、役場か振興室でお受け取りください。

ら
せ
版
「
広
報
あ
ち
」十
月
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

今
回
の
改
正
に
伴
い
、
平
成
二
十
六
年

十
月
一
日
以
後
に
開
始
す
る
最
初
の
事
業

年
度
ま
た
は
連
結
事
業
年
度
の
予
定
申
告

に
係
る
法
人
税
割
に
つ
い
て
は
、
次
の
算

式
で
求
め
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

　

中
間
申
告
義
務
の
あ
る
法
人
に
つ
い
て

は
、
事
業
年
度
開
始
の
日
以
後
六
か
月
を

経
過
し
た
日
か
ら
二
か
月
以
内
に
中
間
申

告
及
び
納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

中
間
申
告
に
は
予
定
申
告
（
前
事
業
年

度
の
実
績
額
を
基
礎
と
す
る
も
の
）
と
仮

決
算
に
よ
る
中
間
申
告
の
二
種
類
が
あ
り

ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

出
納
室
税
務
係（

内
線
二
四
八
・
二
四
九
）
空白欄は通常業務・通常営業日です。

予定申告税額＝

前事業年度分の法人税割額×4.7

÷前事業年度の月数

（通常は4.7ではなく6を乗じる）



6広報あち おしらせ版平成26年 12月号

後
期
高
齢
者
医
療
に
ご
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
の
補

助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

①
対
象
者
は

　

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
未

納
が
無
く
、
阿
智
村
に
住
所
を
有
し
て
い

る
方
で
す
。

②
補
助
内
容
は

　

人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
の
検
査
料
金

七
割
以
内
で
、上
限
額
は
三
万
円
で
す
。
オ

プ
シ
ョ
ン
検
査
は
対
象
外
で
す
。

③
持
ち
物
は

　

保
険
証
、
領
収
書
、
印
鑑
、
健
診
結
果
、

通
帳
な
ど
振
込
先
の
わ
か
る
物
で
す
。

④
手
続
き
の
場
所
は

　

役
場
本
庁
ま
た
は
各
振
興
室
で
お
願
い

し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

民
生
課
保
健
係
（
内
線
二
四
一
）

●
犬
を
飼
い
始
め
る
と
き
は

　

生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
に
は
、
生
涯

に
一
度
の
登
録
と
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防

接
種
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、

鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
接
種
済
標
の
両
方
の

着
用
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ

い
て
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

最
近
で
は
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
迷
子

札
な
ど
も
売
っ
て
お
り
、
簡
単
に
手
に
入

る
上
に
、
迷
い
犬
に
な
っ
た
際
に
す
ぐ
に

飼
い
主
の
元
へ
と
帰
れ
る
の
で
着
用
す
る

よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
犬
は
つ
な
ぐ
か
オ
リ
の
中
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

飼
い
ま
し
ょ
う

　

放
し
飼
い
は
、
人
に
か
み
つ
い
た
り
、

農
作
物
に
被
害
を
与
え
る
な
ど
、
多
く
の

人
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

　

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

●
散
歩
時
に
は
、
必
ず
フ
ン
の
始
末
を

し
ま
し
ょ
う

　

散
歩
時
に
は
、
フ
ン
を
片
づ
け
る
袋
を

携
帯
し
、
必
ず
持
ち
帰
っ
て
処
理
（
市
町

村
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
）
し
て
下

さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

民
生
課
保
健
係
（
内
線
二
四
一
）

飼
い
主
・
住
民
の
皆
様
へ

　
　
　

～
犬
に
つ
い
て
～

乳
房
超
音
波
検
査
に
つ
い
て

（
対
象
者
）

　

二
十
歳
～
三
十
九
歳

　

※
授
乳
中
の
方
は
検
査
で
き
ま
せ
ん

（
日
時
）

　

一
月
二
十
一
日
（
水
）

　
　
　

二
十
二
日
（
木
）

　

午
前
八
時
四
十
分
～
午
後
四
時
ま
で

（
自
己
負
担
）

　

一
、〇
〇
〇
円

（
申
込
方
法
）

　

民
生
課
保
健
師
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

　

以
前
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
は
、　

検
査
日
程
を
お
送
り
し
ま
す
。

（
申
込
み
期
限
）

　

平
成
二
十
七
年
一
月
九
日
（
金
）

●
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

　

民
生
課
健
康
増
進
係（
保
健
師
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
二
二
八
）

　

人
と
農
地
の
課
題
の
解
決
、
農
村
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
継
続
の
た
め
、
今
年

度
も
農
業
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
地
域
活
性
伝
道
師
を
お
招
き
し
、

地
域
の
資
源
の
活
用
、
起
業
の
秘
訣
や
将

来
を
見
据
え
た
都
市
と
の
共
生
に
よ
る
農

村
の
再
生
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
、

そ
の
後
情
報
交
換
会
と
し
て
課
題
の
共
有

を
図
り
、
農
業
者
が
一
人
で
悩
ま
ぬ
環
境

づ
く
り
を
構
築
す
る
た
め
交
流
会
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
お
知
ら
せ
し
ま

す
が
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
期
日
）

　

平
成
二
十
七
年
二
月
十
二
日
（
木
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　

ふ
る
さ
と
整
備
課
農
政
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
二
二
六
）

農
業
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
つ
い
て
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村
政
懇
談
会
の
内
容
に
つ
い
て

　

十
月
、
十
一
月
に
村
内
八
地
区
で
行
っ

た
村
政
懇
談
会
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

質
問
・
意
見　

き
く
い
も
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

回
答　

き
く
い
も
茶
屋
は
現
在
閉
鎖
中
。

御
所
の
里
で
は
乾
燥
さ
せ
て
お
茶
な
ど
に

し
て
全
国
に
売
っ
て
い
る
が
、
販
路
が
少

な
い
た
め
売
れ
行
き
は
良
く
な
い
。
信
州

大
学
で
成
分
等
研
究
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

清
内
路
健
康
の
森
は
、き
く
い
も
麺
を
作
っ

て
い
た
企
業
が
撤
退
し
た
。
今
は
パ
ン
や

伝
統
野
菜
な
ど
を
販
売
し
て
い
る
が
、
国

道
二
五
六
号
は
交
通
量
が
少
な
く
苦
戦
し

て
い
る
。

質
問
・
意
見　

中
関
団
地
の
跡
地
は
ど
う

活
用
す
る
の
か
。

回
答　

ま
だ
具
体
的
で
は
な
い
が
、
団
地

の
建
て
替
え
、
宅
地
分
譲
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
。

質
問
・
意
見　

地
域
安
全
委
員
に
つ
い
て
、

そ
の
立
場
、
役
割
を
明
確
に
し
、
情
報
や

検
討
事
項
等
を
部
落
に
持
ち
帰
り
、
し
っ

か
り
伝
え
る
よ
う
に
指
導
し
て
も
ら
い
た

い
。

回
答　

委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
研
修
等
で

伝
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

質
問
・
意
見　

一
般
廃
棄
物
処
分
場
で
、

阿
智
村
か
ら
入
る
量
は
ど
の
く
ら
い
に
な

る
の
か
。

回
答　

ガ
ラ
ス
、
陶
器
等
の
不
燃
ご
み
、

焼
却
灰
で
処
分
量
年
間
約
一
〇
〇
立
米
を

見
込
み
、
十
五
年
程
度
は
入
れ
ら
れ
る
規

模
を
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
・
意
見　

人
口
の
減
少
、
高
齢
化
等

で
税
収
が
減
る
と
思
う
が
、
今
後
の
見
通

し
は
ど
う
か
。

回
答　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
税
収
は
減
っ

て
い
く
。
阿
智
村
に
は
法
人
村
民
税
や
入

湯
税
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
働
く
場

所
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
税
収
や
人
口
の

増
加
を
期
待
し
た
い
。
飯
田
市
と
共
に
企

業
誘
致
を
行
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

質
問
・
意
見　

今
後
水
道
な
ど
大
き
な
投

資
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

回
答　

水
道
や
下
水
道
関
係
は
耐
用
年
数

超
過
の
機
器
も
出
て
く
る
の
で
、
計
画
的

に
更
新
を
行
い
た
い
。
橋
は
永
久
に
使
え

る
わ
け
で
は
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
架
け
替

え
は
中
之
橋
だ
け
だ
が
、
点
検
を
行
い
補

修
に
よ
り
寿
命
を
延
ば
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
ま
だ
具
体
的
で
は
な
い
が
、
リ
ニ

ア
開
通
に
向
け
て
必
要
な
経
費
も
発
生
す

る
の
で
は
。

質
問
・
意
見　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、

村
の
特
産
品
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
多
く
の
生
産
者
が
関
わ
れ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

回
答　

Ｐ
Ｒ
は
ま
だ
充
分
で
は
な
い
が
、

村
で
も
い
く
つ
か
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意

し
て
い
る
。
一
万
円
以
上
の
寄
附
で
特
産

品
等
を
選
べ
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問
・
意
見　

リ
ニ
ア
の
委
員
会
は
ど
ん

な
構
成
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

回
答　

村
長
が
お
願
い
し
て
い
る
委
員
会

で
、
議
員
、
観
光
協
会
、
商
工
会
、
農
業

関
係
者
、
自
治
会
、
地
元
関
係
者
で
構
成

し
て
い
ま
す
。

質
問
・
意
見　

リ
ニ
ア
の
残
土
運
搬
で
、

国
道
二
五
六
号
を
通
る
よ
う
だ
が
昼
神
等

の
観
光
客
に
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、

全
て
が
昼
神
を
通
る
と
い
う
の
は
た
い
へ

ん
な
話
で
は
な
い
か
。

回
答　

南
木
曽
か
ら
出
る
残
土
に
つ
い
て

は
阿
智
村
の
方
へ
運
搬
し
な
い
よ
う
に
要

望
し
て
い
る
。
村
と
し
て
は
通
ら
な
い
こ

と
を
第
一
に
言
っ
て
い
る
が
、
排
出
土
の

活
用
等
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
難

し
い
こ
と
も
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
に
よ
る
事
業
説

明
会
に
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問
・
意
見　

リ
ニ
ア
に
対
す
る
要
望
書

に
つ
い
て
、
①
国
道
二
五
六
号
線
を
１
日

最
大
九
二
〇
台
の
通
行
が
予
想
さ
れ
る
が
、

住
民
や
観
光
等
に
配
慮
す
る
こ
と
。
②
村

独
自
の
環
境
調
査
を
複
数
回
行
う
こ
と
。

③
Ｊ
Ｒ
の
環
境
影
響
評
価
に
対
す
る
検
証

に
つ
い
て
。
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

回
答　

早
急
に
回
答
し
た
い
と
思
い
ま
す

が
今
の
状
況
は
、
国
道
二
五
六
号
線
の
九

二
〇
台
に
つ
い
て
は
専
用
道
路
を
造
っ
て

ほ
し
い
と
要
望
し
て
い
る
。
二
つ
目
は
村

独
自
の
環
境
調
査
と
関
係
が
あ
る
Ｊ
Ｒ
の

環
境
影
響
評
価
に
対
す
る
検
証
で
す
が
、

Ｊ
Ｒ
の
環
境
ア
セ
ス
の
結
果
が
出
て
か
ら

そ
れ
を
踏
ま
え
て
の
回
答
が
よ
い
の
か
、

そ
れ
と
も
独
自
で
行
う
こ
と
が
よ
い
の
か
、

早
急
に
回
答
は
い
た
し
ま
す
。
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質
問
・
意
見　

若
者
は
十
八
歳
に
な
る
と

村
を
出
て
行
っ
て
し
ま
う
。
学
校
が
な
い
、

求
人
が
な
い
、
都
市
部
の
方
が
魅
力
的
に

見
え
る
と
い
う
こ
と
が
原
因
と
思
う
が
、

村
に
大
学
や
専
門
学
校
を
作
る
な
ど
ど
う

か
。

回
答　

子
供
た
ち
に
は
阿
智
村
が
好
き
で

帰
っ
て
き
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
魅
力
作

り
を
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
親
の
世
代

も
村
を
好
き
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。
一
方
で
Ｉ
タ
ー
ン
者
も
大
切
に

し
、村
営
住
宅
の
建
設
も
進
め
て
い
ま
す
。

大
学
を
作
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
う
が
、

こ
の
地
域
に
特
化
し
た
専
門
的
な
学
校
な

ら
可
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

質
問
・
意
見　

村
長
が
就
任
し
て
半
年
だ

が
、
何
を
基
準
に
動
い
て
い
る
の
か
。

回
答　

第
一
に
住
民
に
住
み
や
す
い
村
だ

と
思
っ
て
も
ら
い
た
い
。
子
ど
も
か
ら
年

寄
り
ま
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
村
に
し
た
い
。

質
問
・
意
見　

今
後
外
国
人
労
働
者
が
多

く
入
っ
て
き
た
り
、
リ
ニ
ア
な
ど
で
文
化

が
壊
さ
れ
た
り
商
業
資
本
や
開
発
資
本
の

流
入
を
防
げ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
が
対
応
は
ど
う
か
。

回
答　

外
国
の
方
と
も
共
存
を
し
て
い
き

た
い
。
財
政
は
今
後
も
っ
と
苦
し
く
な
る

と
思
わ
れ
る
が
、
若
者
が
働
け
る
場
所
を

作
れ
る
よ
う
に
村
内
起
業
、
地
域
内
で
お

金
が
回
る
仕
組
み
を
作
り
た
い
。

質
問
・
意
見　

阿
智
荘
の
食
事
を
大
手
の

会
社
に
委
託
す
る
と
聞
い
た
が
、
地
産
地

消
は
難
し
い
の
か
。
今
後
学
校
や
保
育
園

の
給
食
の
外
部
委
託
を
考
え
る
の
か
。

回
答　

阿
智
荘
に
つ
い
て
は
、
来
年
四
月

か
ら
食
事
を
外
部
委
託
す
る
こ
と
に
決
ま
っ

た
よ
う
で
す
。
調
理
員
の
募
集
を
し
て
も

全
く
応
募
が
無
く
、
衛
生
面
で
の
管
理
も

難
し
い
が
、
人
の
手
配
に
振
り
回
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
安
定
運
営
を
行
う
た
め
の
も

の
で
す
。
学
校
や
保
育
園
の
給
食
は
、
今

ま
で
ど
お
り
で
す
。
で
き
る
限
り
地
元
の

食
材
を
使
う
方
針
で
す
。

質
問
・
意
見　

災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て
ま

だ
終
わ
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
い

つ
頃
に
な
る
の
か
。

回
答　

災
害
復
旧
は
国
庫
補
助
で
行
う
も

の
か
ら
優
先
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
は
今
年
中
に
終
わ
る
予
定
で
す
。
村
だ

け
で
行
う
村
単
の
も
の
は
十
月
か
ら
取
り

か
か
っ
て
お
り
、
今
年
度
中
に
全
て
終
わ

る
予
定
で
す
。

質
問
・
意
見　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、

危
険
な
家
な
ど
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

回
答　

空
き
家
に
つ
い
て
は
、
資
金
が
無

く
壊
せ
な
い
と
言
う
こ
と
も
あ
る
。
村
で

条
例
を
考
え
て
い
た
が
、
国
で
法
案
化
の

動
き
が
あ
る
の
で
、
そ
の
動
向
を
見
な
が

ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

質
問
・
意
見　

村
に
は
多
く
の
古
道
が
あ

る
の
で
、
維
持
管
理
等
行
っ
て
、
未
来
に

残
し
て
ほ
し
い
。

回
答　

古
道
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
災
害

に
あ
っ
て
い
る
が
手
が
回
っ
て
い
ま
せ
ん
。

残
し
方
等
に
つ
い
て
は
皆
さ
ん
と
考
え
て

い
き
た
い
。

質
問
・
意
見　

恵
那
山
は
百
名
山
に
な
っ

て
い
て
、
広
河
原
ル
ー
ト
の
利
用
が
多
い
。

登
山
道
の
管
理
に
つ
い
て
も
う
少
し
村
で

や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

回
答　

百
名
山
の
中
で
は
恵
那
山
の
登
山

道
は
未
整
備
の
方
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

村
で
は
今
年
広
河
原
駐
車
場
に
ト
イ
レ
を

設
置
し
ま
し
た
。
愛
す
る
会
の
方
達
と
も

話
を
し
な
が
ら
、
若
く
お
手
伝
い
を
し
て

く
れ
る
人
を
飯
伊
で
声
を
か
け
て
集
め
て

い
き
ま
す
。

質
問
・
意
見　

花
桃
シ
ー
ズ
ン
は
智
里
西

へ
の
県
道
や
昼
神
周
辺
の
道
路
が
混
雑
し

危
険
な
状
態
。
別
れ
沢
や
昼
神
の
交
差
点

に
信
号
を
付
け
る
か
、
ガ
ー
ド
マ
ン
を
置

く
な
ど
対
策
が
必
要
。

回
答　

そ
う
い
う
意
見
が
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
ま
す
の
で
、
対
策
を
ど
う
す
る

か
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

質
問
・
意
見　

防
災
関
係
で
、
部
落
間
の

通
信
に
高
出
力
無
線
機
を
導
入
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
を
や
っ
て

い
る
人
達
に
呼
び
か
け
て
協
力
し
て
も
ら
っ

て
は
ど
う
か
。

回
答　

高
出
力
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
に
つ

い
て
は
導
入
費
用
も
か
か
り
ま
す
の
で
研

究
し
ま
す
。
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
に
呼
び
か
け
て
協
力
を
検
討

し
ま
す
。
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国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
意
見

・
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
も
い
ず

れ
は
国
保
に
加
入
す
る
の
で
あ
る
か
ら

皆
で
支
え
て
も
良
い
と
思
う
。

・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
が
使
い
や
す
く
な

る
と
良
い
。

・
自
己
管
理
や
体
操
へ
の
参
加
な
ど
、
雰

囲
気
が
盛
り
上
が
れ
ば
よ
い
。

・
お
金
が
足
り
な
く
な
っ
た
か
ら
繰
入
金

を
、
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
健
康
増

進
に
力
を
入
れ
る
な
ど
前
向
き
な
施
策

を
行
っ
て
ほ
し
い
。

・
せ
っ
か
く
の
昼
神
温
泉
を
健
康
の
た
め

に
利
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
欲
し
い
。

・
健
診
の
受
診
者
も
増
え
て
い
る
が
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
が
必
要
な
ら

ば
仕
方
な
い
の
で
は
な
い
か
。

・
健
康
常
会
は
も
っ
と
具
体
的
な
話
を
し

て
ほ
し
い
。

・
ま
ず
は
健
診
を
受
け
て
、
早
期
治
療
を

促
し
医
療
費
を
下
げ
る
こ
と
を
目
指
す

べ
き
。
そ
の
結
果
と
し
て
繰
り
入
れ
も

あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

 
湯
っ
た
り
ー
な
昼
神
に
関
す
る
意
見

・
プ
ー
ル
経
営
が
足
を
ひ
っ
ぱ
て
い
る
の

な
ら
ば
、
考
え
直
し
た
方
が
よ
い
。

・
入
浴
料
は
も
う
少
し
値
上
げ
し
て
も
良

い
の
で
は
な
い
か
。

・
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
村
民
の
健
康
維
持
を

考
え
る
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
使
っ
て
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
も
大
切
で
は
な
い
か
。

・
七
十
歳
以
上
無
料
の
人
の
実
利
用
人
数

が
ど
れ
く
ら
い
か
に
よ
っ
て
、
方
向
性

が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

・
食
事
を
す
る
の
に
も
入
浴
料
を
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
休
憩
場
所
が
狭

い
。「
ひ
ま
わ
り
の
湯
」
な
ど
を
参
考

に
し
て
は
ど
う
か
。

・
村
民
が
健
康
で
い
ら
れ
る
の
な
ら
ば
三

千
万
円
の
村
か
ら
の
持
ち
出
し
は
良
い

の
で
は
な
い
か
。

・
建
設
の
趣
旨
は
健
康
増
進
な
の
で
、
そ

の
こ
と
を
重
点
に
や
っ
て
ほ
し
い
。

・
駐
車
場
が
広
く
な
れ
ば
使
い
や
す
く
な

る
。

・
村
民
利
用
券
を
も
っ
と
小
さ
く
し
て
ほ

し
い
。
免
許
証
等
で
も
村
民
で
あ
る
こ

と
は
確
認
で
き
る
。

・
維
持
管
理
に
は
莫
大
な
お
金
が
か
か
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
無
料
の

人
が
増
え
て
い
く
と
心
配
に
な
る
。

・
村
か
ら
の
補
助
が
増
え
て
い
る
こ
と
は

一
般
の
村
民
に
は
分
か
ら
な
い
の
で
、

今
回
み
た
い
な
機
会
が
あ
る
と
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
る
。

・
七
十
歳
以
上
の
無
料
は
行
政
の
施
策
と

し
て
や
っ
て
い
る
こ
と
。
無
料
の
人
が

い
る
か
ら
有
料
の
人
が
利
用
で
き
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
利
用
券
を
出
し
て
他
の

施
設
に
分
散
し
て
は
ど
う
か
。

・
健
康
づ
く
り
に
特
化
す
る
の
で
あ
れ
ば

村
か
ら
の
補
て
ん
も
あ
り
得
る
の
で
は

な
い
か
。

・
日
帰
り
を
主
と
し
て
い
く
の
か
、
健
康

づ
く
り
を
主
と
し
て
い
く
の
か
、
ま
ず

は
行
政
が
方
向
を
決
め
る
こ
と
で
は
な

い
か
。

・
住
民
に
も
分
か
る
方
法
で
議
論
し
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
。

・
七
十
歳
以
上
の
人
で
も
利
用
し
や
す
い

人
と
そ
う
で
な
い
人
が
い
る
の
で
無
料

で
な
く
て
も
良
い
と
思
う
。
半
分
く
ら

い
は
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
も
良
い
の

で
は
な
い
か
。

・
プ
ー
ル
は
高
齢
者
が
利
用
し
元
気
で
い

る
方
が
い
る
の
で
、
公
共
の
施
設
と
し

て
残
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
は
、
阿
智
村
の

魅
力
を
紹
介
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
り
ま

し
た
。
ご
自
宅
に
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
方
の

家
族
や
親
戚
、
友
人
に
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
と

し
て
ど
う
ぞ
。

　

恊
働
活
動
推
進
課
・
浪
合
振
興
室
・
清

内
路
振
興
室
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

恊
働
活
動
推
進
課
恊
働
活
動
係

（
内
線
五
一
〇
・
五
一
一
）

阿
智
村
カ
レ
ン
ダ
ー
２
０
１
５

販
売
の
お
知
ら
せ

阿智村カレンダー2015

　

Ａ
３
版　

オ
ー
ル
カ
ラ
ー

（
展
開
時 
四
二
〇
㍉ ×  

二
九
七
㍉
）

　

一
部　

八
〇
〇
円
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村
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

募
集
住
宅
名
・
戸
数
・
間
取
り
等
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。
入
居
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

地
域
経
営
課
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー

察
四
三－

二
二
二
〇
（
内
線
二
三
二
）

条　件　等地区名間取り戸数住宅名

・定住促進住宅
・世帯向け

清内路3ＬＤＫ1戸定住促進堀上住宅

・定住促進住宅
・世帯向け

清内路2ＬＤＫ3戸定住促進川裾住宅

・公営住宅
・世帯向け
・所得制限有り

清内路3ＤＫ2戸ア ラ ヤ 第 1住 宅

・公営住宅
・世帯向け
・所得制限有り

清内路3ＤＫ1戸川 裾 第 2 住 宅

・定住促進住宅
・世帯向け

浪　合3ＬＤＫ1戸上 町 団 地

・定住促進住宅
・世帯向け

浪　合3ＬＤＫ2戸向 団 地

・特定公共賃貸住宅
・単身向け

浪　合1ＤＫ3戸栗 代 団 地

村
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

「
阿
智
村
ふ
る
さ
と
応
援
隊

（
仮
称
）
」を
募
集
し
て
い
ま

す

　

放
送
大
学
で
は
平
成
二
十
七
年
度
第
一

学
期（
四
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大

学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な

目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

○
十
五
歳
以
上
の
方
な
ら
、
一
科
目
か
ら

学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生

と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

○
十
八
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持

ち
の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は
な
く
、
全

科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、
四
年
以

上
在
学
し
て
、
一
二
四
単
位
を
修
得
し

卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）
の
学
位

を
取
得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い
方

に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

出
願
期
間
は
三
月
二
十
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
〇
二
六
六
―
五
八
―
二
三
三
二
）ま
で

ご
請
求
下
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

村
の
豊
か
な
自
然
と
そ
こ
に
根
付
く
歴

史
や
文
化
、
昼
神
温
泉
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
観
光
資
源
な
ど
、
本
村
の
魅
力
を

広
く
紹
介
す
る
た
め
、
地
域
外
に
居
住
す

る
本
村
出
身
者
を
は
じ
め
、
本
村
を
応
援

し
た
い
と
い
う
方
を
広
く
募
り
、
交
流
を

促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
交
流
人
口
を
拡
大
す
る
こ
と
に

よ
り
、
本
村
の
観
光
資
源
や
特
産
品
な
ど

を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
事
業
展
開
を
図

り
ま
す
。

　

十
二
月
一
日
（
月
）よ
り
半
年
間
を
試
行

期
間
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

（
対
象
）

　

飯
田
下
伊
那
地
域
外
に
お
住
ま
い
の
十

八
歳
以
上
の
方
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ケーブルテレビにご加入の方へ　年末の大掃除などで発生しやすい障害について
　この時期ケーブルテレビにご加入の方が、年末の大掃除等のあとテレビが見えなくなってしまったという問い合せを多く頂きま
す。村のケーブルテレビは下の写真の電源供給機（テレビの後ろなどに設置しています）の電源を切ってしまうと、家中のテレビ
が見えなくなってしまいますのでご注意ください。（電源供給機は常にコンセントをさした状態でご利用ください。）

主に浪合別荘地及び平成25年度以降
新規加入者の方の電源供給機

主に阿智地区及び浪合別荘地の電源供
給機

主に清内路地区の電源供給機

土金木水火月日

27262524232212/21

321/131302928

10987654

17161514131211

24232221201918

自主放送放映予定表（12月21日～１月21日）
【放送時間】午前8時～　 午前10時～　 午後1時～　 午後4時～　 午後10時～（1日5回）

※番組は予告なしに変更する場合がありますので予めご了承下さい。最新の情報はテレビの「EPG（電子番組表）」又は、文字
放送でご確認下さい。　●お問い合せ：協働活動推進課広報係（内線 502・514）

こんにちは
県議会 12月議会一般質問（№２）12月議会一般質問（№1）

村政功労者表彰式典
阿智村駅伝大会
12/24議会定例会（No.1）

12月議会一般質問（№3）
阿智中学校吹奏楽部定期演奏会

12月議会
一般質問（№２）

村政功労者表彰式典
阿智村駅伝大会
12/24議会定例会（No.1）

村長・議長年頭挨拶
阿智村駅伝大会
12/24議会定例会（No.1）

前の週放送した番

組を再放送します

前
の
週
放
送
し
た
番

組
を
再
放
送
し
ま
す

12月24日議会定例会（№２） 防災の森づくり講演会

駒場敬老大会

熊谷元一写真賞コンクール表彰式

智里東文化敬老祭

（
入
会
金
・
年
会
費
）

　

無
料

（
サ
ー
ビ
ス
）

　

当
初
は
村
の
特
産
品
や
観
光
・
イ

ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
定
期
的
に
電
子

メ
ー
ル
で
発
信
す
る
予
定
で
す
。

（
登
録
方
法
）

　

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込

書
を
郵
送
ま
た
は
Ｆ
ａ 
ｘ 
で
返
送
い

た
だ
く
こ
と
で
「
阿
智
村
ふ
る
さ
と

応
援
隊
」と
し
て
登
録
い
た
し
ま
す
。

（
そ
の
他
）

・
試
行
期
間
の
た
め
、
会
員
証
等
の

発
行
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

・
阿
智
村
の
名
誉
を
毀
損
し
、
若
し

く
は
ふ
る
さ
と
応
援
隊
の
目
的
に

反
し
た
行
為
が
あ
っ
た
と
き
ま
た

は
提
出
し
た
登
録
申
込
書
に
偽
り

そ
の
他
不
正
が
あ
っ
た
と
き
は
、

登
録
を
取
り
消
し
ま
す
。

・
応
援
隊
員
は
、
そ
の
地
位
を
営
利

目
的
で
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

協
働
活
動
推
進
課
広
報
係

（
内
線
五
一
四
）
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建
設
機
械
サ
ー
ビ
ス
科

　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

　

長
野
県
で
初
め
て
、
喬
木
村
で
実
施
す

る
公
共
職
業
訓
練
（
建
設
分
野
）
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。

（
募
集
締
切
日
）

(

　

平
成
二
十
七
年
一
月
十
五
日 
木)  

（
応
募
資
格
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
、
建
設

分
野
の
仕
事
に
携
わ
る
意
欲
を
強
く
持
っ

て
訓
練
を
受
講
で
き
る
方

（
申
込
先
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田

　
　
　
　
　
　
　
（
察
二
四－

八
六
〇
九
）

※
説
明
会
を
開
催

　
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田
四
Ｆ
小
会
議
室
）

　

平
成
二
十
七
年
一
月
九
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
一
時
十
五
分
～

　
　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
長
野
職

業
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー
に
予
約
を
入
れ

て
下
さ
い
。　

（
コ
ー
ス
名
）

　

建
設
機
械
サ
ー
ビ
ス
科

（
訓
練
期
間
【
三
か
月
】）

　

平
成
二
十
七
年
二
月
二
日
（
月
）
か
ら

　

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日
（
金
）
ま
で

公民館

保健師
自立生活支援センター

民生課

ふるさと整備課

総
務
課

副村長 村長

保健係
福祉係

民生課

出納室

地
域
経
営
課

出納係
徴収係

議
会
事
務
局

第２応接室

閉鎖中

閉鎖中
○コミュニティ館　２階

閉鎖中

公
民
館
へ

階段

階段 階段階段

連絡通路

閉鎖中

○役場庁舎　２階

女子トイレ

男子トイレ

身障用
トイレ

女
子
ト
イ
レ

男
子
ト
イ
レ

身障用
トイレ

男
子
ト
イ
レ

女
子
ト
イ
レ

エ
レ
ベ
ー
タ
ー エレベーター

協働活動
推 進 課
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住民係

民生課

教育委員会

出納室

税務係
（納税相談）

工事中

閉鎖中

閉鎖中

閉
鎖
中

○コミュニティ館

　　１階

階段

階段

玄関

社会福祉協議会

玄関

玄関

玄関

○役場庁舎　１階

○保健センター　１階

通行止め

通行止め

役場庁舎改修期間中は仮事務所で業務を行っています
期間：平成26年12月８日 ～ 平成27年３月29日（予定）

○役場にご用の際は、コミュニティ館１階にお越し下さい。

○駐車場は、コミュニティ館前、又は中央公民館駐車場をご利用

　ください。

階段

ご迷惑をおかけしますがご協力をお願い致します。

（
訓
練
内
容
）

（
一
）
建
設
業
、
安
全
衛
生
に
関
す
る
基
本

知
識
の
習
得

（
二
）
車
両
系
建
設
機
械
、
小
型
移
動
式
ク

レ
ー
ン
、
玉
掛
け
の
運
転
資
格
取
得

（
技
能
講
習
）と
応
用・実
践
技
術
の
習
得

（
三
）職
業
人
と
し
て
必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

の
習
得

（
定
員
）

　

二
十
名

（
受
講
料
）

　

無
料　

※
テ
キ
ス
ト
代
六
、八
〇
〇
円

　
　
　
　
　
（
税
込
）
は
自
己
負
担

（
訓
練
実
施
施
設
）

　

株
式
会
社
ア
ジ
マ
自
動
車
学
校

　
　
　
　
　

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ア
ジ
マ

（
入
所
選
考
日
）

(

　

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
一
日 
水)  

　

会
場
：
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ア
ジ
マ

●
お
問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者　

雇
用
支
援
機
構

　

長
野
職
業
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー

察
〇
二
六－

二
四
三－

一
二
九
〇

　
（
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
業
担
当
）

　

http://www3.jeed.or.jp/nagano/poly

                                  /  
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ちょっと知りたいこ
んなこと

お酒の適度な量について
ほーい
け
ん
こうに

しまいなー

　年末年始は何かとお酒を飲む機会が増える時期です。
　適量の飲酒は心身にプラスに働きますが、過度の飲酒は身体への影響だけではなく、社会的にも深刻な問題を
引き起こしてしまいます。
　アルコールは飲んでも飲まれないように上手に付き合いましょう。

ワイン
（200cc）

焼酎
（100ml）

ウイスキー
（60ccダブル）

日本酒
（1合180cc）

ビール
（中瓶1本500cc）

過度な飲酒量

12％25％43％15％5％アルコール濃度

酔の症状
平 均 的 飲 酒

日本酒ウイスキービール大びん

●さわやかな気分になる
●皮膚が赤くなる
●陽気になる
●判断力が少し鈍る

〜1合
シングル
〜2杯

〜1本爽快期

●ほろ酔い気分になる
●手の動きが活発になる
●抑制がとれる（理性が失われる）
●体温があがる
●脈が速くなる

1〜2合
シングル
2〜4杯

1〜2本ほろ酔い初期

●気が大きくなる
●大声でがなりたくなる
●怒りっぽくなる
●立てばふらつく

3合
シングル
6杯

3本ほろ酔い極期

●千鳥足になる
●何度も同じことをしゃべる
●呼吸が速くなる
●吐き気、嘔吐がおこる

5合
ダブル 5杯
（ボトル半分）

5本酪 酊 期

●まともに立てない
●意識がはっきりしない
●言語がめちゃめちゃになる

7合〜１升
ボトル
0.7〜1本

7〜10本泥 酔泥 酔 期期

●揺り動かしても起きない
●大小便は垂れ流しになる
●呼吸はゆっくりと深い
●死亡

1升以上

ボトル
1本以上

10本以上
昏 酔昏 酔 期期

◆血中アルコール濃度と酔いの症状

◎飲酒の適量

飲
　
　
み
　
　
す
　
　
ぎ

適
　
　
量
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土金木水火月日

32  1  元旦

109  ☆ ★8 ☆ ★7 ☆ ★6 ☆ ★5  ☆ ★4

17 ☆ 16 ★15 ☆ ★14 ☆ ★13 ☆12 成人の日11

2423 ★22 ☆ ★  21 ☆ ★20 ★ 19 ★18

3130 ☆ ★29 ☆ ★28 ☆ ★2726 ☆ ★25

子育てカレンダー
2015年　1月

（使用不可）

☆：午前保健センター2階使用可能
★：午後保健センター2階使用可能
　：心理士さんがいます

ブックスタートわくわく
３歳児健診

  伝えましょう!! 日本の文化。「年末年始の行事」
　子どもなんかにわかるのか？とか、かえって手間がかかってかなわないし…と、とにかく子

どもはそこらで遊んでいればというのが大人の気持ちでしょう。確かに年末年始は忙しいです

から、わざわざ子どものために費やす時間なんてと思われるかもしれません。でも、何も見た

り聞いたりせずに、何の事だか知らないまま大きくなれば誰も日本の文化をつないでくれる人

がいなくなってしまいます。社会の状況や生活環境の変化によって、伝えたくても伝えられな

いことも多くなっています。それでも新しい年を迎えるために、「家族」総出で大掃除をするとかお年取りや初詣、ど

んど焼きなどのお正月ならではの行事の言われを聞くとか、お餅やおせち料理を食べることができれば、子どもたち

の記憶に「ふるさと」が残っていくのではないでしょうか。若いご夫婦もおじいちゃん・おばあちゃんから話を聞い

て習ってみましょう。土地柄が違えば風習も違います。新しい感動があるのではと思います。

（使用不可）

つぼみ教室
乳幼児健診

こども広場

こども広場
12か月相談
ちびっこ智里西保

こども広場
ちびっこ浪合保

２歳児相談 すくすく
ちびっこ清内路保

ちびっこ伍和保
ちびっこ智里東保

さくらんぼ教室 （使用不可）

たんぽぽ教室

こども広場
ちびっこあふち保

〈お誘い〉おばあちゃんの孫講座 を開催します。
お孫さん育てにも関心をよせ、力になってくれるおばあちゃん世代の皆さんに、今時の子育て
事情を知っていただけるよう講座を開催します。ふるってご参加ください。

♪期日：１月29日（木）午後１：30～
♪場所：保健センター２階
♪内容：「乳幼児健診について」※話は保健師、子育て支援員がいたします。

問合せ先：民生課健康増進係　保健師　℡ ４３－２２２０（内線228・229）

　　　　　教育委員会　子育て支援室　℡ ４５－1２３２

（都合により日程が変更になる場合があります。ご承知おきください。）
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No.64
平成２６年12月２０日

H27年１月1日 ～ H27年１月31日のスケジュール
土金木水火月日

321
　　元旦

109
空　手
フラダンス

8
エンジョイ
ウォーキング

7
バスケット④
昼の生け花
（AM10:00から）

6
基礎トレーニング
ソフトボール
ソフトJrテニス

5
水　泳
英会話

4

1716
空　手
フラダンス

15
エンジョイ
ウォーキング
アロマヨーガ

14
バスケット⑤

13
基礎トレーニング
ソフトボール
ソフトJrテニス
中国語

12
　成人の日

11

2423
陸　上
空　手
フラダンス

22
エンジョイ
ウォーキング

21
絵画
バスケット⑥
華道
昼の生け花

20
基礎トレーニング
ソフトボール
ソフトJrテニス

19
水　泳

18
ソバ打ち

3130
陸　上
空　手
フラダンス

29
エンジョイ
ウォーキング
アロマヨーガ

28
バスケット⑦

27
基礎トレーニング
ソフトボール
ソフトJrテニス
中国語

26
水　泳

25

平成27年度チャレンジメニューを募集しています

平成27年 1月チャレンジゆうAchi最新情報平成27年 1月チャレンジゆうAchi最新情報平成27年 1月チャレンジゆうAchi最新情報

こんな事いいな（写真・囲碁将棋教室等）
できたらいいな（教えますヨ）
あんな夢・こんな夢かなえてくれる

とっても楽しいチャレンジゆうAchi

なんでも事務局お知らせ下さい。

☆楽しみな大晦日年越しソバ打ち開催

スキーシーズンが到来・お急ぎお買い求め下さい

12月31日（水）　１時から

☆ウインターバスケットミニ大会
２月４日（水）　阿智中体育館
参加費　　　受講者　　50円

チャレンジ会員　100円
　　　　非会員　200円
多数の参加をお待ちしております

昼神ソバ打ち館　一打ち　1,500円
希望者は急ぎお申込み下さい。

「スキーシーズン券好評販売中」「スキーシーズン券好評販売中」

【お詫びと訂正】
11月30日付け新聞折込みのチャレンジゆうAchi中間報告の中に氏名等いくつか誤字誤りがありました。誠に申
し訳御座いませんでした、心からお詫び申し上げます。
主な訂正箇所　三浦真理さん　→　水野真理さん　　原  弥生さん　→　原田弥生さん

新年あけましておめでとうございます
体育館使用禁止　　　　　　　　　　　　　　　　　　→

　　→


